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皆
さ
ん
暑

い
日
が
続
き

ま
す
が
、
い

か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う

か
。
総
社
支

部
で
は
事
務

所
に
差
し
込

む
西
日
が
強
く
、
何
か

防
ぐ
も
の
は
な
い
か
と

相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

過
去
に
も
ネ
ッ
ト
で

対
策
を
し
た
覚
え
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
リ
ク
エ

ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
定
番
の
ゴ
ー
ヤ

を
勧
め
る
と
「
ゴ
ー
ヤ

は
嫌
い
」
と
返
事
が
あ

り
、
代
わ
り
に
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
小
玉
ス
イ
カ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
枝
豆
を
プ

ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
す
る

こ
と
に
決
定
。
ミ
ニ
ト

マ
ト
は
成
長
が
早
く
、

彩
り
を
楽
し
み
、
食
べ

ら
れ
て
ま
さ
に
「
一
石

二
鳥
」。日
々
水
や
り
に

奮
闘
し
て
成
長
を
見
守

り
な
が
ら
育
て
た
ス
イ

カ
も
無
事
に
収
穫
が
で

き
ま
し
た
。
完
成
し
た

ス
イ
カ
や
ト
マ
ト
を
書

記
さ
ん
に
振
舞
う
と
、

「
み
ず
み
ず
し
く
て
爽

や
か
」「
甘
く
て
お
い
し

い
」
と
大
変
好
評
で
し

た
。

　

組
合
員
さ
ん
が
来
ら

れ
た
際
に
は
「
次
は
メ

ロ
ン
に
も
挑
戦
し
て
み

た
ら
」
と
話
題
も
上
が

り
、
次
の
緑
の
カ
ー
テ

ン
づ
く
り
の
構
想
に
、

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。（
や
ま
ち
ゃ
ん
）
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【
賃
金
対
策
部
】
岡
山
県
内
の
各
市
町
村
で
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
空
き
家
の
利
活
用
を
支
援
す

る
補
助
制
度
が
数
多
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
制

度
を
理
解
し
、
相
談
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

https://www.okayamakenro.or.jp/

住
ま
い
改
修
に
補
助
制
度

安
心
と
信
頼
で
仕
事
づ
く
り
に

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
空

き
家
対
策
補
助
事
業
の
内

容
は
、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
手
す
り
の
設

置
や
段
差
解
消
、
浴
室
・

ト
イ
レ
の
改
修
を
支
援
す

る
も
の
を
は
じ
め
、
移

住
・
定
住
を
目
的
と
し
た

空
き
家
改
修
、
耐
震
化
、

省
エ
ネ
化
、
地
域
材
の
利

用
促
進
な
ど
、
自
治
体
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

令
和
８
年
度
に
お
け
る
一

部
制
度
を
左
上
表
の
と
お

り
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で

参
照
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
概
要
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
、
組
合
員
が

消
費
者
か
ら
相
談
を
受
け

た
際
の
大
き
な
助
け
に
な

り
ま
す
。
補
助
対
象
や
申

請
時
期
、
施
工
業
者
の
要

件
を
確
認
し
、
施
主
へ
の

提
案
や
地
域
の
仕
事
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

補
助
金
は
単
に
工
費
を

抑
え
る
た
め
の
仕
組
み
で

は
な
く
、
住
ま
い
の
安
全

と
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え

る
制
度
で
す
。
制
度
を
上

手
に
活
用
し
、
組
合
の
仕

事
づ
く
り
と
消
費
者
の
安

心
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
制
度
情

報
を
組
合
員
同
士
で
共
有

し
、
現
場
で
声
を
か
け
合

う
こ
と
も
重
要
で
す
。
制

度
を
き
っ
か
け
に
住
ま
い

の
悩
み
を
早
め
に
聞
き
取

り
、
必
要
な
改
修
を
具
体

的
に
示
す
こ
と
が
施
主
の

安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
補
助
制
度
を
仕
事

に
活
か
し
、
信
頼
さ
れ
る

相
談
相
手
と
し
て
、
役
割

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

提
案
前
に
は
必
ず

�

自
治
体
に
確
認
を

　

制
度
は
年
度
に
よ
っ
て

変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
補
助
率
や
上

限
額
、
対
象
工
事
、
申
請

対
象
者
の
条
件
も
市
町
村

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
組

合
員
一
人
ひ
と
り
が
制
度

を
正
し
く
把
握
し
、
見
積

も
り
や
打
ち
合
わ
せ
の
段

階
で
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
予
算
上
限
に
達

す
る
と
受
付
が
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
着
工

前
の
申
請
や
他
の
制
度
と

の
併
用
、
施
工
業
者
の
要

件
、
添
付
書
類
な
ど
、
事

前
の
確
認
は
必
須
で
す
。

相
談
を
受
け
た
ら
、
必
ず

該
当
自
治
体
の
担
当
窓
口

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
最

新
の
内
容
を
確
認
し
た
う

え
で
提
案
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

住宅改修補助制度一覧（一部）
自治体 名　称 補助額 限　度 問い合わせ先

岡山市 空家等適正管理支援事業 1/3

60万円
（一般の場合）
70万円
（子育て世代の場合）

空き家対策推進室
086-803-1410

真庭市 真庭市
空き家活用定住促進補助金 1/3 30万円

（上乗せ助成あり）
まちづくり推進課
0867-42-7781

高梁市 高梁市
住宅リフォーム補助金 1/10 10万円 産業振興課

0866-21-0229

美作市
美作市

産材利活用事業補助金
（リフォーム）

1/2 30万円 森林政策課
0868-72-5322

和気町 和気町
住宅リフォーム助成制度 1/10 20万円 都市建設課

0869-93-1127

吉備
中央町

吉備中央町
住宅リフォーム事業費補助金 1/10 20万円 協働推進課

0866-54-1301

笠岡市 令和８年度
住宅リフォーム助成金制度 1/2

12万円
15万円
（高齢者がいる世帯)

都市計画課
0865-69-2138

※�既に予算上限に達している場合があります。
※�制度の条件等は各自治体によって異なりますので、詳細については必ず各自治体に問い合わせてく
ださい（掲載にない制度や自治体もあります）。

建設労報は
スマホでも読める！
　建労ホームページでは最新
の情報を更新中！毎月の機関
紙も掲載しています✿

２次元コードを
読み込んで
建労HPへGO

資格確認書・資格情報の
お知らせを発送しています
対象の方はお手元に届き次第、 
内容をご確認ください。
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終
結
時
お
よ
び
既
契
約
の

顧
客
向
け
の
合
意
書
に
続

く
新
書
式
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
書
式
は
、
未
着

工
の
物
件
に
お
い
て
資
材

調
達
の
め
ど
が
立
た

ず
工
事
の
先
行
き
が

全
く
見
通
せ
な
い
場

合
な
ど
、
や
む
を
得

ず
契
約
全
体
を
ノ
ー

ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
解
除

（
白
紙
解
除
）
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
態
に

対
応
す
る
た
め
の

「
合
意
書
」
で
、
受

領
済
の
前
払
い
金
を

顧
客
に
全
額
返
還
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

病
の
早
期
発
見
の
た
め
に

健
診
を
勧
め
る
チ
ラ
シ
と

エ
コ
バ
ッ
グ
約
６
０
０
セ

ッ
ト
を
駅
利
用
者
へ
配
り

ま
し
た
。
今
年
は
岡
山
県

出
身
の
俳
優
八
名
信
夫
さ

ん
が
参
加
し
、
自
身
の
似

顔
絵
が
描
か
れ
た
エ
コ
バ

ッ
グ
を
市
民
へ
手
渡
し
な

が
ら
、
健
診
の
重
要

さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

八
名
さ
ん
は
現
在

90
歳
。「
み
ん
な
検
査

を
し
な
い
と
い
け
な

い
。
家
庭
と
自
分
を

守
る
、
そ
れ
だ
け
で

気
持
ち
が
温
か
く
な

る
。
健
診
に
い
か
ん

と
お
え
ん
で
」
と
力

強
く
呼
び
か
け
ま
し

た
。

健
診
の
重
要
さ
訴
え
る

岡
山
駅
で
啓
発
イ
ベ
ン
ト
実
施

対
象
者
へ
資
格
確
認
書

マ
イ
ナ
保
険
証
で
更
新
不
要

　

建
設
国
保
よ
り
、
令
和

８
年
度
分
の
「
資
格
確
認

書
」を
特
定
記
録
郵
便
で
、

ま
た
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
普
通
郵
便
に
て

７
月
末
に
郵
送
し
ま
し
た
。

契約解除時の新書式
資材難によるリスク回避に

　
【
住
宅
対
策
部
】中
東
情

勢
の
緊
迫
化
に
よ
っ
て
建

築
資
材
価
格
の
高
騰
や
調

達
難
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

先
月
号
に
掲
載
し
た
契
約

　

６
月
11
日
に
Ｊ
Ｒ
岡
山

駅
東
口
広
場
に
て
、
特
定

健
診
・
が
ん
検
診
の
啓
発

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
岡
山
市
を
は
じ
め
、

健
康
保
険
関
連
の
９
団
体

が
毎
年
行
っ
て
お
り
、
建

設
国
保
か
ら
も
書
記
１
名

が
参
加
。
健
康
増
進
と
疾

年間上限額が新設
段階的に制度見直し実施

高額療養費制度

　

令
和
８
年
８
月
か
ら
、

医
療
保
険
制
度
改
正
に
よ

り
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
が
段
階
的
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
将
来
に

わ
た
り
医
療
保
険
制
度
を

維
持
す
る
た
め
、
長
期
療

養
者
や
低
所
得
者
等
の
経

済
的
負
担
に
配
慮
を
し
た

上
で
、
所
得
に
応
じ
た
負

担
と
す
る
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

自
身
の
適
用
区
分
は
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
等
で
確
認

が
で
き
ま
す
。
わ
か
ら
な

い
場
合
は
支
部
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受診を呼びかける八名信夫さん（写真中央）

資
格
確
認
書
は
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
、

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
は

70
歳
以
上
の
マ
イ
ナ
保
険

証
登
録
済
の
方
を
対
象
に

発
行
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
登
録
し
て
い
る

69
歳
以
下
の
方
へ
の
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
の
郵
送

は
あ
り
ま
せ
ん
。
70
～
74

歳
の
方
に
は
負
担
割
合
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
登

録
す
る
こ
と
で
、
有
効

期
限
が
設
定
さ
れ
た
資

格
確
認
書
の
郵
送
を
待

つ
こ
と
な
く
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
医
療
機
関
や

薬
局
で
使
い
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
マ
イ
ナ
保
険
証

の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

①�

令
和
８
年
８
月
か
ら
令

和
９
年
７
月
ま
で

　

全
所
得
区
分
に
お
い
て

月
単
位
の
自
己
負
担
限
度

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
一

方
で
、
長
期
療
養
が
必
要

な
方
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
、新
た
に「
年

間
上
限
額
」
が
新
設
さ
れ

ま
す
。
月
々
の
支
払
い
が

重
な
っ
て
も
、
年
間
を
通

じ
た
負
担
合
計
に
上
限
を

設
け
る
こ
と
で
、
過
重
な

負
担
を
抑
え
る
仕
組
み
と

な
り
ま
す
。
な
お
「
多
数

回
該
当
」（
直
近
12
カ
月
間

の
う
ち
に
３
回
以
上
、
高

額
療
養
費
制
度
の
適
用

が
あ
っ
た
場
合
、
４
回

目
以
降
は
「
多
数
回
該

当
」
と
な
り
自
己
負
担

限
度
額
が
軽
減
）
に
つ

い
て
は
現
行
水
準
が
維

持
さ
れ
ま
す
。

②
令
和
９
年
８
月
以
降

　

所
得
区
分
の
細
分
化

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

所
得
に
応
じ
た
よ
り
細

か
な
負
担
設
定
と
な
る

見
通
し
で
す
。

　

具
体
的
な
金
額
や
適

用
区
分
に
つ
い
て
は
、

今
後
組
合
の
機
関
紙
等

で
詳
細
を
連
絡
し
ま
す
。

【建設国保】
令和８年度「組合員資格・実態調査」のお知らせ
　建設国保では、組合員資格の確認と建設業への従事実態を定期的に
確認することが国から求められています。
　対象は令和８年８月１日に資格のある国保組合員の方全員です。
　調査票と資格確認証明書類(省略可能な場合あり)の提出が必要とな
ります。
　※�必要な資格確認証明書類等、調査に関する問い合わせは所属支部
までお願いします。

　※�建設国保の健全・適正運営にとって、非常に大切な調査となりま
す。ご協力よろしくお願いします。

７月末に本部より自宅へ送付されたもの
・資格確認書（特定記録郵便）
　マイナ保険証の登録がない方
　マイナンバーカードをお持ちでない方

・資格情報のお知らせ（普通郵便）
　マイナ保険証に登録している70歳以上の方
　※69歳以下の方にはお送りしていません。

資材価格高騰対策の
新書式掲載ページ

た
内
容
で
す
。

　

こ
の
合
意
書
も
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
紹
介
し

て
い
ま
す
（
パ
ス
ワ
ー
ド

に
よ
る
限
定
掲
載
）。資
材

の
先
行
き
が
不
透
明
な
局

面
に
お
い
て
、
事
業
者
が

一
方
的
に
リ
ス
ク
を
抱
え

込
み
、
経
営
を
圧
迫
さ
せ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
万

一
の
選
択
肢
と
し
て
こ
の

合
意
書
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
本
書
式
は

全
建
総
連
顧
問
弁
護
士
の

厚
意
と
許
可
に
基
づ
き
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
支
部
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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の
適
用
期
間
終
了
後
も
、

控
除
割
合
を
段
階
的
に
縮

小
し
た
上
で
期
間
が
延
長

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
を
機
に
免
税
事
業
者
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
と
し
て
課
税
事
業
者
と

な
っ
た
小
規
模
事
業
者
の

消
費
税
負
担
を
軽
減
す
る

「
２
割
特
例
」
は
、
令
和

８
年
12
月
末
に
終
了
予
定

で
し
た
が
、
個
人
事
業
者

に
限
り
「
３
割
特
例
」
と

し
て
令
和
９
年
１
月
か
ら

令
和
10
年
12
月
末
ま
で
の

２
年
間
延
長
さ
れ
る
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
に
お
い
て
は
、

材
料
の
仕
入
や
外
注
な
ど

事
業
に
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
、
仕
入
税
額
控
除
へ

の
影
響
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
取
引

内
容
を
よ
く
見
直
し
、
消

費
税
申
告
へ
の
影
響
を
事

前
に
把
握
す
る
な
ど
、
早

め
の
対
応
を
進
め
る
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

負
担
軽
減
措
置
が
見
直
し

10
月
よ
り
７
割
控
除
へ
移
行

交
流
企
画
の
様
子

　
【
青
年
部
】
６
月
20
日
、

組
合
本
部
に
お
い
て
青
年

部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
60
回
目
を

数
え
る
節
目
の
大
会
で
、

13
支
部
か
ら
代
議
員
24
人
、

幹
事
13
人
、傍
聴
者
４
人
、

基
本
組
織
と
書
記
か
ら
各

２
人
の
計
45
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
議
長
の
金
邉

嵐
唯
さ
ん
（
玉
島
）

と
黒
田
健
太
さ
ん

（
児
島
）
に
よ
っ
て

進
行
。
大
会
成
立
宣

言
後
、
執
行
部
よ
り

令
和
７
年
度
の
活
動

経
過
報
告
並
び
に
令

和
８
年
度
活
動
方
針

案
の
提
案
と
、
令
和

７
年
度
決
算
報
告
及

び
令
和
８
年
度
予
算

案
の
提
案
が
行
わ
れ
、

こ
の
中
で
林
青
年
部

長
が
新
年
度
を
「
仲

間
を
つ
な
ぎ
、
一
歩

を
踏
み
出
す
一
年
」
と
位

置
づ
け
運
動
を
進
め
る
こ

と
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
幹
事
に

対
す
る
年
間
手
当
と
、
今

年
度
か
ら
減
額
さ
れ
た
住

宅
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
金
に

関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
実
情
を
踏
ま
え

執
行
委
員
会
で
協
議
が
必

要
な
案
件
の
た
め
、
青
年

部
の
要
望
と
し
て
基
本
組

織
に
検
討
を
求
め
て
い
く

と
回
答
。

　

全
議
案
の
承
認
後
、
役

員
改
選
で
青
年
部
長
に
は

林
昂
さ
ん
（
再
・
岡
山
）、

副
部
長
に
片
山
道
信
さ
ん

（
再
・
井
原
）
と
高
山
佳

樹
さ
ん
（
新
・
御
津
）
が

選
出
。
都
窪
と
玉
島
で
幹

事
が
交
代
し
ま
し
た
が
、

苫
田
西
支
部
は
後
継
者
不

在
に
よ
り
活
動
休
止
が
報

告
さ
れ
、
計
12
人
の
幹
事

体
制
で
団
結
を
図
り
な
が

ら
令
和
８
年
度
の
活
動
が

始
動
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
で
は
事
業
者
の
負
担
軽

減
措
置
の
一
つ
と
し
て
、

　
【
青
年
部
】第
33
回
全
国

青
協
交
流
集
会
は
、
７
月

５
日
か
ら
２
日
間
、
福
島

県
郡
山
市
「
ホ
テ
ル
華
の

湯
」
に
て
開
催
さ
れ
、
39

県
連
・
組
合
か
ら
計
１
５

９
人
の
青
年
部
員
が
結
集
。

建
労
岡
山
か
ら
も
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
山
本
青
協
幹
事

（
岩
手
県
連
）
の
発
声
で

開
会
し
、
地
元
を
代
表
し

て
全
建
総
連
福
島
の
鈴
木

適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ

ス
）
を
発
行
し
て
い
な
い

免
税
事
業
者
か
ら
の
課
税

仕
入
れ
に
つ
い
て
、
仕
入

税
額
相
当
額
の
80
％
を
控

除
で
き
る
「
８
割
控
除
」

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
８
割
控
除
」
は
令
和

８
年
９
月
末
に
適
用
期
間

が
終
了
予
定
で
、
令
和
８

年
10
月
か
ら
は
「
５
割
控

除
」
が
新
し
く
適
用
さ
れ

る
予
定
で
し
た
。し
か
し
、

令
和
８
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
負
担
軽
減
措
置
の
内

容
が
見
直
さ
れ
、「
８
割
控

除
」
の
適
用
期
間
が
終
了

後
、
令
和
８
年
10
月
か
ら

令
和
10
年
９
月
末
ま
で
の

２
年
間
は
、「
５
割
控
除
」

で
は
な
く
「
７
割
控
除
」

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。「
７
割
控
除
」

委
員
長
と
、
主
催
代
表
と

し
て
竹
谷
組
織
部
長
（
全

建
総
連
）
が
そ
れ
ぞ
れ
歓

迎
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
全
建
総
連
福

島
の
元
書
記
次
長
で
現
い

わ
き
市
議
の
狩
野
議
員
に

よ
る
特
別
講
演
が
実
施
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年

が
経
過
し
た
今
年
、
震
災

発
生
当
時
の
過
酷
な
状
況

と
被
災
県
連
と
し
て
必
死

で
対
策
に
乗
り
出
し
、
多

く
の
仲
間
を
失
い
な
が
ら

も
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

た
経
験
に
つ
い
て
説
明
が

あ
る
と
、
参
加
者
は
組
織

が
果
た
し
た
役
割
と
は
何

か
を
真
剣
に
考
え
な
が
ら

　
【
青
年
部
】７
月
11
～
12

日
に
、
中
国
地
協
青
年
部

交
流
集
会
が
山
口
に
て
開

催
さ
れ
、
建
労
岡
山
青
年

部
か
ら
の
５
人
を
含
む
計

37
人
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
地
元

組
合
か
ら
山
根
全
国
青
協

幹
事
、
生
田
青
年
部
長
、

荒
木
執
行
委
員
長
、
久
保

組
織
部
長
に
よ
る
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
は

全
国
の
青
年
部
活
動
の
取

り
組
み
紹
介
を
中
心
と
し

た
講
演
が
小
縣
総
務
（
全

国
青
協
）
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

続
く
分
散
会
で
は
「
資

材
不
足
の
影
響
」
や
「
仕

事
確
保
と
受
注
努
力
」
な

ど
５
つ
の
テ
ー
マ
を
班
ご

令和８年度の本部幹事

節目の60回大会開催
仲間をつなぎ一歩踏み出す

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
15
班
に
分

か
れ
て
秋
の
組
織
拡
大

ポ
ス
タ
ー
に
使
用
す
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考

え
る
交
流
企
画
が
実
施

さ
れ
、
班
ご
と
に
打
ち

解
け
た
と
こ
ろ
で
１
日

目
は
終
了
。

　

２
日
目
は
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
か
れ
、
場

内
は
か
け
声
が
飛
び
交

う
和
や
か
な
雰
囲
気
で

正
午
に
解
散
を
迎
え
、

参
加
者
同
士
の
交
流
と

連
帯
意
識
が
十
分
に
深

ま
っ
た
実
り
あ
る
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。
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すべては家族のために

我が手で新居リフォーム

　
【
青
年
部　

藤
原　

宙（
34
歳
・
児
島
）】
私

が
初
め
て
本
部
幹
事
に

な
っ
た
年
か
ら
12
年
。

途
中
交
代
し
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
仲
間
と
出
会
え

て
公
私
と
も
に
お
付
き

合
い
が
で
き
て
い
る
こ

と
を
と
て
も
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
新
た
な
住
ま

い
を
設
け
る
べ
く
中
古
物

件
を
購
入
し
ま
し
た
。
リ

フ
ォ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
私

の
手
で
施
し
ま
し
た
。
私

を
支
え
て
く
れ
る
家
族
の

た
め
に
自
分
の
ス
キ
ル
を

活
か
し
て
家
を
新
し
く
で

き
る
喜
び
は
何
に
も
代
え

が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
味
で
は
最
近

釣
り
も
始
め
、
今
度
は
船

で
沖
合
ま
で
行
っ
て
み
る

つ
も
り
で
す
。
組
合
で
も

釣
り
愛
好
家
の
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
始

め
た
ば
か
り
の
私
に
ぜ
ひ

レ
ク
チ
ャ
ー
を
お
願
い
し

た
い
も
の
で
す
。

　

猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
健
康
に
注
意
し

て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

青年部

全
国
の
青
年
部
と
交
流

震
災
か
ら
学
ぶ
組
織
の
役
割

参加者全員でゴミ拾い

と
で
意
見
交
換
。
夕
食
懇

親
会
で
は
、
分
散
会
で
話

し
足
り
な
い
仕
事
の
悩
み

や
青
年
部
の
現
状
に
つ
い

て
地
協
の
仲
間
と
語
り
合

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
建
設
山
口
本

部
に
て
分
散
会
報
告
を
行

っ
た
後
、
地
協
統
一
行
動

と
し
て
清
掃
活
動
を
実
施
。

最
後
は
次
年
度
開
催
県
と

し
て
建
労
岡
山
が
挨
拶
を

行
い
、
山
土
幹
事
（
建
設

山
口
）
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
で
集
会
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

中国地協青年部交流集会

仲間と意見交換
一同で統一清掃活動も
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わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

作
品
を
作
る
体
験
を
さ

せ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
作
品
を

仕
上
げ
て
い
る
傍
ら
、

保
護
者
と
の
会
話
を
通

じ
て
組
合
の
こ
と
や
建

設
業
に
関
す
る
話
題
を

伝
え
ら
れ
る
の
で
、
意

義
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ

と
話
し
ま
す
。

　

建
設
業
に
携
わ
っ
て

13
年
。
地
元
で
あ
る
井

原
に
戻
っ
て
組
合
に
加

入
し
た
の
も
約
２
年
前

の
こ
と
で
す
が
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
誘
わ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
青
年
部
に
も
関
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
仕
事
体
験
フ
ェ
ス
も

青
年
部
で
の
つ
な
が
り

が
大
き
く
、
瀬
川
さ
ん

自
身
も
楽
し
み
な
が
ら

出
展
し
ま
す
。「
準
備
も

指
導
も
大
変
で
す
が
、

お
子
さ
ん
た
ち
が
笑
顔

で
も
の
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い

る
姿
を
見
る
の

が
幸
せ
で
す
。

こ
う
し
た
小
さ

な
活
動
が
未
来

の
職
人
発
掘
に

つ
な
が
る
と
嬉

し
い
の
で
、
今

後
も
ぜ
ひ
続
け

た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ

る
「
井
原
お
し
ご
と
体
験

フ
ェ
ス
」
は
、
普
段
あ
ま

り
触
れ
る
こ
と
の
な
い
仕

事
体
験
が
で
き
る
催
し
と

し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
井
原
支

部
も
参
画
し
て
お
り
、
主

に
青
年
部
が
子
ど
も
た
ち

に
建
設
業
の
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
タ
イ
ル
ア

ー
ト
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

い
る
の
が
瀬
川
さ
ん
。
木

材
を
使
っ
て
作
っ
た
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
に
、
子
ど
も

た
ち
が
多
彩
な
色
と
形
の

タ
イ
ル
を
自
由
に
貼
り
合

す
こ
の
お
店
は
p
l
u
s 

s
u
m
i
k
a
株
式
会
社

（
同
所
在
地
）
が
運
営
す

る
、
木
製
食
器
や
雑
貨
、

オ
ー
ダ
ー
家
具
を
手
が

け
る
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

店
内
に
一
歩
足
を
踏

み
入
れ
る
と
、
木
の
優

し
い
香
り
と
温
も
り
に

包
ま
れ
、
落
ち
着
い
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
輪
挿
し

や
カ
ッ
プ
、
ト
レ
イ
な

ど
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
手
づ
く
り
さ
れ
た
商
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今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

未来の職人を発掘
子どもたちの笑顔が幸せ
井原支部�瀬川�雅之さん（住宅設備・38歳）

倉敷支部
白川 幹夫

　

私
が
お
す
す
め
す
る
の

は
、
倉
敷
市
沖
新
町
に
あ

る
「
i
l
o
」。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
で
「
喜
び
」
を
表

品
が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
木
目
や
風
合
い
を
楽

し
め
る
の
も
魅
力
の
ひ
と

つ
。
中
で
も
木
製
プ
レ
ー

ト
は
人
気
商
品
で
、
名
前

や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
刻
印
に

も
対
応
し
て
お
り
、
記
念

品
や
贈
り
物
と
し
て
も
好

評
で
す
。

　

こ
の
お
店
は
、
工
務
店

を
営
む
ご
夫
婦
が
建
築
現

場
で
生
ま
れ
る
良
質
な
木

材
の
端
材
を
有
効
活
用
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
ご
主
人

の
高
い
技
術
力
と
奥
様

の
豊
か
な
感
性
が
生
み

出
す
商
品
に
は
、
木
を

大
切
に
す
る
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
の
魅
力
を
身
近
に

感
じ
な
が
ら
、
自
分
だ

け
の
お
気
に
入
り
の
一

品
に
出
会
え
る
素
敵
な

お
店
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

井原市長（写真右）にも作っていただきました

お気に入りの一品に出会えるかも

技能講習受講者募集
【募集職種】 建築大工
【実 施 日】 第１回（製図）：９月６日、第２回（実技）：10月４日

第３回（実技）：10月25日 
 第４回（実技）：11月29日、第５回（模擬検定）：12月６日 
第６回（模擬検定）：12月20日
※実施時間は午前９時から午後５時まで。
※実施日は変更する場合があります。

【受 講 料】 30,000円６回分（欠席した場合返金できません）
（組合員外は60,000円）

【実施場所】 岡山建設共同高等職業訓練校（建労岡山支部内）
岡山市北区東古松１-14-1

【定　　員】 ８人※希望者が少人数の場合、実施できない場合があります。
【申込方法】 技能講習申込書に必要事項を記入の上、受講料と併せて本部

まで送付ください。
【申込締切】令和８年８月21日（金）
　その他詳細は所属支部まで問い合わせてください。
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９月支部集団健診日程
支　部 日　程 健診会場
児　島 ９月27日㈰ 児島産業振興センター
津　山 ９月28日㈪ 津山文化センター

日曜健診（健診未受診者対象・完全予約制）
健診日程 開催場所
11月１日㈰ 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町249-5

11月15日㈰ 津山市勤労者
福祉センター 津山市勝部20-7

11月22日㈰ 岡山商工会議所 岡山市北区
厚生町3-1-15

11月29日㈰ 灘崎文化センター 岡山市南区片岡186

12月６日㈰ 百花プラザ 岡山市東区
西大寺南1-2-3

　９月以降の集団健診をお知らせします。（完全予約制）
　所属支部の集団健診の案内で詳細を確認し、申し込みをお願いしま
す。
　来場の際は、健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守くだ
さい。会場ではマスクの着用や手指の消毒に協力いただき、体調不良時
は受診を控えてください。
　日帰り人間ドックやレディース健診、お近くの医療機関で受診できる
特定健診や日曜健診等を受診希望の方は、所属支部へ相談・申し込みを
してください。
　健診は、自分の身体を知るチャンスです。年に１回は必ず受診しまし
ょう。
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